
福岡県の在住外国人は 2024 年に 11 万人を超え、約２万人の留学生が学んでいます。たくさんの外国
の方が県内で生活しており、その数は増え続けています。

福岡県では、世界に開かれていることをイメージした「FUKUOKA IS OPEN」をキャッチフレーズと
して、海外人材をさらに呼び込むため、外国の方が生活する上での「拠りどころ」となる「FUKUOKA 
IS OPEN センター」を 2024 年 10 月に開設しました。県、国などの８つの海外人材専門機関が一体と 
なった全国初となる取り組みであり、外国の方の相談に 24 言語・ワンストップで対応し、在留資格、就 
労・労働、住宅、教育、医療など生活における困りごとをサポートしています。今年度からは、チャット
ボットを活用した 24 時間相談対応も開始する予定です。また、多言語ポータルサイト「FUKUOKA IS 
OPEN」は、外国人向け生活情報や福岡県で活躍する外国の方の動画を発信し、福岡県が外国の方にとっ
ても暮らしやすく魅力的な地域であることを伝えています。

ほかにも、地震や台風などの災害発生時には、防災アプリによる多言語での災害情報の発信や、県内市
町村への翻訳・通訳の支援を行っています。さらに、より身近な場所で日本語を学ぶことができるよう、
各地域での日本語教室の立ち上げ支援やオンライン日本語教室の運営、日本語教育ボランティアの能力 
向上研修などを行っています。

少子高齢化により県内の働き手や地域社会の担い手不足の深刻化が見込まれる中、地域の活力を維持し
ていくために、海外人材の活躍は不可欠です。外国の方が、安全・快適に暮らし、働きやすく、地域社会
に参画しやすい環境を引き続き整備し、「世界から選ばれる福岡県」を目指してまいります。

また、今年４月に福岡県にインド総領事館が開設されました。米国、韓国、中国、ベトナム、タイに
続く６カ所目の在外公館であり、インドと本県の人的交流の拡大が期待されます。さらに今年 11 月には、
24カ国・地域に 39 ある福岡県人会が一堂に会する海外福岡県人会世界大会が福岡で開催されます。多く
の県民の皆さまが、福岡県にルーツを持ち海外で活躍する方々と交流することで、外国の文化や生活への
理解が進み、若者が海外に目を向ける契機になることを期待しています。

福岡県は、古くから大陸との交流の玄関としての役割を果たし、人々が交流してきました。そして現代
においても、福岡県にはビジネスチャンスがあり、学ぶ機会があり、働く機会があり、世界に向けて開かれ
ています。日本人と外国人が相互に理解し共に暮らしやすい地域づくりを進め、国籍や性別などに関わら
ず、それぞれの能力を発揮することができる福岡県を目指して、チャレンジを続けてまいります。
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「世界から選ばれる福岡県」を目指して


